
 
 
 
 

第 6 学年 単元「水よう液の性質」 

提案者 久留米市立御井小学校 森山 亮

１．単元の目標 
（１）いろいろな水溶液の性質に関心をもち、水溶液の仲間わけをしたり、水溶液が金属に変化をもた

らすはたらきについて調べたりしようとしている。【自然事象への意欲・関心・態度】 
（２）水溶液に金属を入れると起こる変化や二酸化炭素を水に溶かしたときの現象について推論しなが

ら考察し、自分の考えを表現している。【科学的な思考・表現】 
（３）リトマス紙や薬品、加熱器具などを適切に使用し、安全に水溶液について調べたり、いろいろな

水溶液と金属の変化を調べ、その家庭や結果を記録したりしている。【観察・実験の技能】 
（４）水溶液は、酸性・中性・アルカリ性の 3 種類に分けられることや、金属を溶かすもの、気体が溶

けたものがあることを理解している。【自然事象についての知識・理解】 
 
２．単元指導計画（１３時間） 
（１）酸性・アルカリ性の水よう液・・・・・・・・・・・・・・・６時間 

①身の回りの水溶液を区別してみよう………………………２ 
②水溶液を、リトマス紙を使って区別しよう………………２ 
③ムラサキキャベツ液を作って、水溶液を調べよう。……２ 

（２）金属をとかす水よう液・・・・・・・・・・・・・・・・・・４時間 
  ①水溶液と金属の反応を調べよう……………………………２ 
  ②塩酸・水酸化ナトリウムと金属の反応を調べよう………２ 
（３）気体がとけている水よう液・・・・・・・・・・・・・・・・３時間 
  ①二酸化炭素は水に溶けるか調べよう………………………２ 
  ②ふりかえろう…………………………………………………１ 
 
実験・実技 
３．ねらい 

水溶液を色の変化によって酸性、中性、アルカリ性の三つの性質にわけるための方法として、ムラ

サキキャベツ液を作る。 
４．活動のながれ 
（１） ムラサキキャベツ液を作る。 

①ムラサキキャベツを細かく切る。 
②キャベツ５０ｇに対して水を２５０ml ぐらい加え、熱する。 
③液体が真っ青になったら完成。 

 
 
 
 
 



 別の方法 
①ムラサキキャベツを細かく切る。 
②ビニール袋に刻んだムラサキキャベツと水を入れる。 
③袋を手でよく揉む。 
④袋の中の水が真っ青になったら完成。 
※水でムラサキキャベツを作った場合、痛みやすいので冷蔵庫に保管する。長くはもたない。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（２） ムラサキキャベツ液を使い、色の変化を見て水溶液を酸性・中性・アルカリ性の三つに分ける。 
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（３）ムラサキキャベツ以外の方法 
   赤タマネギ、アサガオ、緑茶、紅茶なども色の変化で酸性・中性・アルカリ性を見分けることが

できる。 
 
 
最後に、ムラサキキャベツはスーパーなどの野菜売り場で簡単に手に入ります。 
4 分の 1 個で２００円をきるくらいの値段です。1 クラス分なら十分足りる量です。 
是非参考にして下さい。 

 


